
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪日時≫ 平成 28 年５月１４日（土） 10：00～12：00 

≪会場≫ 札幌市教育文化会館 研修室 ３０５号 
（札幌市中央区北 1 条西 13 丁目） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪会費≫ 無料   ≪定員≫ 156 名  ≪締切り≫ ４月２５日（月） 

≪申込み≫ 

 Ｅメール clover_oyanokai@hotmail.com  
（件名を「公開シンポ申込み」とし、①氏名

ふ り が な

 ②所属～裏面参照～ ③連絡先℡ をお知らせ下さい。）  

ＦＡＸ ０１１－２９９－９６３９（裏面の申込み用紙をご利用下さい。） 

～Ｅメール・ＦＡＸともに、定員を超えた場合はご連絡致します。～ 

09：30 受付開始 

10：00 開会  永瀬 次郎（ NPO 法人 北海道学習障害児・者親の会クローバー理事長） 

 シンポジウム 

 ≪コーディネーター≫  

 室橋 春光氏（北海道大学名誉教授、クローバー顧問）  
≪シンポジスト≫  

小関 あつ子氏（元 北海道地域生活定着支援センター） 

 山本 彩氏（札幌市自閉症・発達障がい支援センターおがる、札幌学院大学）  

12：00 閉会  上中 雅史（ NPO 法人 北海道学習障害児・者親の会クローバー副理事長） 

（定員になり次第締め切ります。）   

2020 年を発達障害者の飛躍元年とするプロジェクト  ソリューション・ボンド事業（SB 事業） 

ＮＰＯ法人北海道学習障害児・者親の会              

将来子ども達が親を亡くした後、生き生きと暮らしていけるかどうか、とても不安です。

その時、親代わりになって子ども達を支援してくれる組織が有れば、とても心強く思います。 

そんな取り組みを横浜市が先行して実施していることが分かりました。その支援組織は、

衣食住や健康管理などの生活支援、対人関係や職場との連絡調整などのコミュニケーション

支援、さらには手帳や年金など行政関連の事務手続の支援などを行います。この取り組みを

参考に、地域性や社会特性を考慮し、北海道版のワンストップ支援組織の具体策をまとめた

いと思います。是非皆様ご参加いただき、ご意見をたくさんお寄せください。 

 

※託児はありません。ご了承ください。  

この公開シンポジウムは、「2015 年度北海道ろうきん社会貢献助成制度」の助成を得て開催します。 

mailto:clover_oyanokai@hotmail.com


 

 

 
 

 

 

 

 

 
                                    

 

 

 
       

 

 

 

  FAX 送り先： 011-299-9639 

（お間違えのないようにお願いします） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送信日：  月  日 

※定員に達した場合はご連絡しますので、電話番号は必ずご記入ください。 

ふ  り  が  な    

①氏  名 

 

②所  属 

所属先名：   

○で囲んでください／一般（教育・医療・療育・児童デイ・福祉・就労）、一般保護者、  

JDD ネット加盟親の会、学生、賛助会員、その他（       ） 

クローバー正会員（会員番号     ／小学部・中学部・高等部・青年部Ⅱ・青年部Ⅰ）  

③電話番号 《自宅・携帯・職場》       （    ） 

H28．5．14  SB 事業 公開シンポジウム  


